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新し
ん
五ご

兵べ

衛え

山や
ま
遺
跡　

北
区
太
田

　

新
五
兵
衛
山
遺
跡
は
、
旧
豊
栄
市
域
で
内
陸
側
か
ら
二
番
目
の
砂
丘
に
立

地
す
る
、
平
安
時
代
を
主
と
し
た
遺
跡
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）・
四
十
二
年
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

羽
越
水
害
を
契
機
と
し
て
、
恒
久
的
対
策
と
し
て
福
島
潟
か
ら
直
接
日
本
海

に
注
ぐ
放
水
路
の
掘
削
が
計
画
さ
れ
た
。
工
事
に
先
立
っ
て
、
昭
和
六
十
三

（
一
九
八
八
）
年
と
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
の
二
度
に
わ
た
り
、
豊
栄
市
教
育

委
員
会
が
六
七
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
た
。
長
年
、
畑
な
ど
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
住
居
跡
の
よ
う
な
状
態
の
良
い
遺
構
は
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
平
安
時
代
の
須す

恵え

器き

や
土は

師じ

器き

と
と
も
に
、
鍛か

冶じ

炉
と
考
え
ら
れ
る
炉

の
底
部
や
、
フ
イ
ゴ
（
炉
に
風
を
送
る
装
置
）
の
羽
口
（
送
風
管
）、
炉
の
壁
材

な
ど
が
見
つ
か
っ
た
。

　

出
土
し
た
鉄て

っ

滓さ
い

の
化
学
分
析
に
よ
り
、
砂
鉄
製
錬
滓
・
精
錬
鍛
冶
滓
・
鍛
錬
鍛

冶
滓
の
三
種
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
五
兵
衛
山
遺
跡
で
は
、
鉄
素
材
の
生

産
か
ら
鍛
造
鉄
製
品
の
仕
上
げ
ま
で
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
木
炭
の
入
手
に
不
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
平
野
部
で
も
、
一
貫
し
た
鉄

図216　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」

図217　平成6年の発掘調査
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第３章　平野の遺跡

生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
稀ま

れ

な
遺
跡
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
魚
網
に
付
け
る
素
焼
き
の
錘お

も
り（
管
状
土
錘
）
が
二
〇
〇
点
近
く
出
土
し
た
。
同
じ
砂
丘
列
上
に

あ
る
松
影
Ａ
遺
跡
や
、
西
区
の
的
場
遺
跡
（
一
三
六
ペ
ー
ジ
）
で
も
多
く
の
管
状
土ど

錘す
い

が
出
土
し
て
お
り
、
新

五
兵
衛
山
遺
跡
は
、
漁
網
を
用
い
た
内
水
面
漁
業
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
遺
跡
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

豊
栄
地
区
周
辺
の
地
域
で
は
、
奈
良
時
代
初
め
の
八
世
紀
前
半
ご
ろ
か
ら
、
律
令
国
家
の
主
導
に
よ
っ
て
村

落
が
形
成
さ
れ
始
め
、
ほ
ぼ
同

時
に
笹
神
丘
陵
で
須
恵
器
と
鉄

の
生
産
、
新
潟
東
港
付
近
の
海

岸
で
塩
の
生
産
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
平
安
時
代
を
主
と

す
る
新
五
兵
衛
山
遺
跡
は
、
地

域
に
お
け
る
手
工
業
生
産
の
一

翼
を
平
野
部
で
担
い
、
鉄
製
品

の
製
造
や
打
ち
直
し
を
行
っ
て

い
た
集
落
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

図218　鍛冶関連遺物　鉄滓・炉壁・羽口

図219　管状土錘


